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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 1会場 1Fメインホール

スポンサードシンポジウム3 9:10～11:10

JDA-Novartis Partnership Education Program 2024―Learn from
Global Top Experts for Immuno-dermatology― …座長：室田 浩之（長崎大）

藤本 学（大阪大）

Opening remarks
天谷 雅行〈あまがい まさゆき〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

SSY3-1． Epithelial barrier theory and allergic skin diseases
Cezmi A. Akdis
The Swiss Institute of Allergy and Asthma Research（SIAF）
Zurich University Medical Faculty, Switzerland

SSY3-2． Specific B cell responses in Allergen-specific Immunotherapy
Mübeccel Akdis
The Swiss Institute of Allergy and Asthma Research（SIAF）, Switzerland

SSY3-3． Psoriatic inflammation
Alexander Enk
Department of Dermatology, University of Heidelberg, Germany

SSY3-4． Fine-tuning skin immunity：from infantile rashes to the microbes inside us
Samuel T. Hwang
Dermatology, University of California Davis School of Medicine, USA
Closing Remarks

藤本 学〈ふじもと まなぶ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

共催：ノバルティスファーマ株式会社 メディカル・アフェアーズ本部

ランチョンセミナー18 11:25～12:25

The Future of Dermatological Investigation
………………………………………………座長：島田 眞路（山梨大/ヴィアトール学園）

天谷 雅行（慶應義塾大）

LS18-1． 網羅型タンパク質アレイによる自己抗体測定の臨床応用
佐藤 伸一〈さとう しんいち〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

LS18-2． AIと皮膚科診療の今とこれから
藤本 学〈ふじもと まなぶ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

共催：常盤薬品工業株式会社ノブ事業部
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主催校企画9 12:35～13:20

What is ILDS? ………………………………………………座長：藤本 学（大阪大）

12 : 35～12 : 47
SP9-1． What is ILDS

Lars E. French1,2）

Department of Dermatology and Allergy, University Hospital, Ludwig Maximilan
University（LMU）Munich, Munich, Germany1），Dr. Philip Frost Department of
Dermatology and Cutaneous Surgery, University of Miami Miller School of Medicine,
Miami, FL, USA2）

12 : 47～12 : 59
SP9-2． 25th World Congress of Dermatology July 2023 Brief report

Roy Chan
Skin Research Institute, Republic of Singapore

12 : 59～13 : 11
SP9-3． Looking forward to the 26th World Congress of Dermatology Guadalajara

Jorge Ocampo Candiani1,2）

Presidente Congreso Mundial de Dermatologia Guadalajara 20271），ExPresidente del
CILAD（Colegio Iberolatinoamericano）2）

13 : 11～13 : 17 Q＆A

教育講演34 13:30～15:30

日常診療に必要な食物アレルギーの基礎知識と最新知見
………………………………………………………オーガナイザー：猪又 直子（昭和大）

千貫 祐子（島根大）

［レベル：Basic／Advanced］

13 : 30～14 : 00
EL34-1． 小児の食物アレルギーのオーバービュー

伊藤 浩明〈いとう こうめい〉
あいち小児保健医療総合センター免疫・アレルギーセンター

14 : 00～14 : 30
EL34-2． 成人の食物アレルギーのオーバービュー

千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL34-3． ナッツ類アレルギー

佐藤さくら〈さとう さくら〉
国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部

15 : 00～15 : 30
EL34-4． 眼瞼の症状から予測する食物アレルギー

猪又 直子〈いのまた なおこ〉
昭和大学医学部皮膚科学講座

文化講演1 15:40～16:25
座長：戸倉 新樹（中東遠総合医療センター）

CL1． 幸せの企画術
小山 薫堂〈こやま くんどう〉
放送作家・脚本家・京都芸術大学副学長
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特別講演7 16:25～17:10
座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

SL7． iPS細胞研究の現状と医療応用に向けた取り組み
山中 伸弥1,2）〈やまなか しんや〉
京都大学iPS細胞研究所1），公益財団法人京都大学iPS細胞研究財団2）

デルマトオーケストラ＆コーラス 18:40～19:25
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 2会場 1Fさくら

教育講演27 9:10～11:10

診療に活かしたい脱毛症診断・治療アップデート
………………………………………………………オーガナイザー：大山 学（杏林大）

下村 裕（山口大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL27-1． もう怖くない！脱毛症診断のコツ

木下 美咲〈きのした みさき〉
杏林大学医学部皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL27-2． 円形脱毛症のふしぎと病態と治療のアップデート

伊藤 泰介〈いとう たいすけ〉
浜松医科大学皮膚科学講座

10 : 10～10 : 40
EL27-3． 円形脱毛症以外に知っておきたい脱毛症：診断と治療法

内山 真樹〈うちやま まさき〉
東京医科大学皮膚科分野

10 : 40～11 : 10
EL27-4． 小児の脱毛症

林 良太〈はやし りょうた〉
新潟大学医歯学総合病院皮膚科

主催校企画8 11:25～12:25

国際研究皮膚科学会2023ハイライト：日本語で学ぶ皮膚科研究最前線
………………………………………………………………座長：赤坂英二郎（弘前大）

澤田 雄宇（産業医大）

11 : 25～11 : 33
SP8-1． ペントースリン酸回路の活性化はサルコイドーシス肉芽腫形成に重要である

中溝 聡1,2）〈なかみぞ さとし〉，江川 形平2），石田 雄大2），杉浦 悠毅3），
椛島 健治2）

京都大学大学院医学研究科先端医療基盤共同研究講座1），
京都大学大学院医学研究科皮膚科2），
京都大学大学院医学研究科がん免疫総合研究センター3）

11 : 33～11 : 41
SP8-2． スティーヴンス・ジョンソン症候群・中毒性表皮壊死症における NETsの分解機構

木下 真直〈きのした まなお〉，小川 陽一，島田 眞路，川村 龍吉
山梨大学医学部皮膚科

11 : 41～11 : 49
SP8-3． アトピー性皮膚炎の皮膚組織 RNA-seq解析による疾患モニタリングのバイオマーカーの

同定
野村 彩乃1）〈のむら あやの〉，川崎 洋1,2），種瀬 啓士1），川上 英良3），
天谷 雅行1）

慶應義塾大学医学部皮膚科学教室1），理化学研究所生命医科学研究センター2），
理化学研究所先端データサイエンスプロジェクト3）



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
８
日

1100

11 : 49～11 : 57
SP8-4． オートファジー欠損したケラチノサイトがアトピー性皮膚炎に伴う痒みを増悪させる

彭 戈1）〈ぺん ぐ〉，阿拉法特 阿不都万里1），趙 婉辰1），孫 権1），
奥村 康1），池田 志斈1），小川 秀興1），ニヨンサバ フランソワ1,2）

順天堂大学大学院医学研究科アトピー疾患研究センター1），順天堂大学国際教養教育部2）

11 : 57～12 : 05
SP8-5． Melanoma differentiation-associated gene 5に対する自己免疫による間質性肺炎マウスモ

デル
市村 裕輝1,2）〈いちむら ゆうき〉，小西 里沙1,3），沖山奈緒子1）

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科皮膚科1），
東京女子医科大学医学部内科学講座膠原病リウマチ内科2），筑波大学医学医療系皮膚科3）

12 : 05～12 : 13
SP8-6． チャネル関連角化症における細胞質 Ca2+濃度の調節異常

村田 光麻1）〈むらた てるあさ〉，金澤 伸雄1），椛島 健治2）

兵庫医科大学皮膚科1），京都大学医学研究科皮膚科2）

12 : 13～12 : 21
SP8-7． 抗原特異的な安定化 iTregを用いた天疱瘡の新規治療戦略

向井 美穂1）〈むかい みほ〉，高橋 勇人1），三上 統久2），坂口 志文2），天谷 雅行1）

慶應義塾大学医学部皮膚科1），大阪大学免疫学フロンティア研究センター実験免疫学2）

主催校企画10 12:35～13:20
座長：大槻マミ太郎（自治医大）

SP10． 理詰めで理解する皮膚病理―海綿状態 vs.空胞変性，肉芽腫―
今山 修平〈いまやま しゅうへい〉
今山修平クリニック＆ラボ
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スポンサードシンポジウム5 13:30～15:30

Maruho symposium―Decoding Itch Pathogenesis and IL-31
Involvement―
…………Chairs：Takahiro Satoh（National Defense Medical College）

Takaharu Okada（RIKEN Center for Integrative Medical Sciences）
SSY5-1． Cellular origins of IL-31 in atopic dermatitis and prurigo nodularis

Takashi Hashimoto
Department of Dermatology, National Defense Medical College

SSY5-2． Sensory neuronal STAT3 is critical for IL-31 receptor expression and inflammatory itch
Takaharu Okada
Laboratory for Tissue Dynamics, RIKEN Center for Integrative Medical Sciences.

SSY5-3． Recent insights into the immunopathogenesis of atopic dermatitis and prurigo nodularis
Bernhard Homey
Department of Dermatology, University Hospital Düsseldorf, Medical Faculty, Heinrich-
Heine-University Düsseldorf, Germany

SSY5-4． Itch in the Elderly Patient - Origin, Diagnostics, Management
Martin Steinhoff
Department of Dermatology and Venereology, Hamad Medical Corporation, Doha,
Qatar

Co-sponsored by Maruho Co., Ltd. Medical Affairs Dept.
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 3会場 2F Room A

モーニングセミナー1 8:00～9:00
座長：葉山 惟大（日本大）

MS1． Type2炎症性疾患としての特発性の慢性蕁麻疹の疾病負荷と生物学的製剤適応像を考える
福永 淳〈ふくなが あつし〉
大阪医科薬科大学医学部皮膚科学

共催：サノフィ株式会社/リジェネロン・ジャパン株式会社

教育講演28 9:10～11:10

学校保健・小児皮膚科の最新情報 オーガナイザー：佐々木りか子（梨の花ひふ科）
原田 栄（原田皮膚科クリニック）

［レベル：Basic／Advanced］
9 : 10～9 : 14 はじめに

9 : 14～9 : 42
EL28-1． 園や学校における「小児のスキンケア」

佐々木りか子〈ささき りかこ〉
梨の花ひふ科

9 : 42～10 : 10
EL28-2． 皮膚科医必須！小児における発汗障害への理解と対応

藤本 智子〈ふじもと ともこ〉
池袋西口ふくろう皮膚科クリニック

10 : 10～10 : 38
EL28-3． ―皮膚症状から気づく―子ども虐待診療の手引き

大森 多恵〈おおもり たえ〉
東京都立墨東病院小児科

10 : 38～11 : 06
EL28-4． 学校生活で注意すべき虫による皮膚疾患

夏秋 優〈なつあき まさる〉
兵庫医科大学皮膚科学

11 : 06～11 : 10 終わりに
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ランチョンセミナー19 11:25～12:25

発売3年からみえたドボベットⓇフォームの可能性
……………………………………………座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）

大久保ゆかり（東京医大）

LS19-1． ドボベットⓇフォームを理解する 3つのキーワード
安部 正敏〈あべ まさとし〉
医療法人社団廣仁会・札幌皮膚科クリニック

LS19-2． 3剤形目となるドボベットⓇフォームの実力は？ 安全性と有効性を検討する
新井 達〈あらい さとる〉
聖路加国際病院皮膚科

共催：レオファーマ株式会社/協和キリン株式会社

主催校企画11 12:30～13:20

皮膚科研究最前線 part2 …………………………………座長：天羽 康之（北里大）
井川 健（獨協医大）

12 : 30～12 : 55
SP11-1． Atopic dermatitis from bedside to bench＆ beyond：focusing on itch＆ environmental

exposures
Chih-Hung Lee
Department of Dermatology, Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital, Kaohsiung,
Taiwan

12 : 55～13 : 20
SP11-2． Uncovering the Biology of Regulatory T cells in Skin

Michael Rosenblum
UCSF Deptartment of Dermatology, USA

教育講演35 13:30～15:30

地域における高齢者皮膚科診療を担うために
…………………………………オーガナイザー：浅井 俊弥（浅井皮膚科クリニック）

磯貝 善蔵（国立長寿医療研究センター）

［レベル：Advanced］

13 : 30～14 : 00
EL35-1． 地域包括ケアシステムと皮膚科診療

松本 吉郎〈まつもと きちろう〉
公益社団法人日本医師会会長

14 : 00～14 : 30
EL35-2． 皮膚科専門医が知るべき，高齢者の診療で必要な認知症の鑑別と治療，精神行動面への

対応
安野 史彦〈やすの ふみひこ〉
国立長寿医療研究センター精神科

14 : 30～15 : 00
EL35-3． 高齢者皮膚科診療における意思決定～アドバンス・ケア・プランニングを含めて～

磯貝 善蔵〈いそがい ぜんぞう〉
国立長寿医療研究センター
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15 : 00～15 : 30
EL35-4． 高齢者における皮膚がんの外科治療

藤澤 康弘〈ふじさわ やすひろ〉
愛媛大学皮膚科

特別講演8 15:40～16:20

Cutting Edge in Dermatology：Genetic Skin Disorders and Adverse
Drug Reactions ………………………………座長：玉井 克人（大阪大再生誘導医学）

阿部理一郎（新潟大）

SL8-1． Molecular characterization of genodermatoses：rare and new phenotypes and prospects for
improved therapies

John A. McGrath
St John’s Institute of Dermatology, King’s College London, London U.K.

SL8-2． Severe Cutaneous Adverse Drug Reactions：Update 2024
Lars E. French1,2）

Department of Dermatology and Allergy, University Hospital, Ludwig Maximilan
University（LMU）Munich, Munich, Germany1），Dr. Philip Frost Department of
Dermatology and Cutaneous Surgery, University of Miami Miller School of Medicine,
Miami, FL, USA2）

イブニングセミナー15 17:20～18:20

乾癬診療の守破離～病院・クリニックの観点から～ …座長：渡邉 玲（順天堂大）
今福 信一（福岡大）

ES15-1． 乾癬患者を診るときの「10のチェックポイント」
梅澤 慶紀〈うめざわ よしのり〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

ES15-2． クリニックにおける乾癬バイオ治療の最前線
武岡伸太郎〈たけおか しんたろう〉
武岡皮膚科クリニック

共催：サンファーマ株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 4会場 2F Room B-1

モーニングセミナー2 8:00～9:00

全身性強皮症に伴う間質性肺疾患の診断と治療 …………座長：佐藤 伸一（東京大）

MS2-1． 強皮症診療におけるセンチネルポジションとしての皮膚科医の果たすべき役割
浅野 善英〈あさの よしひで〉
東北大学大学院医学系研究科神経・感覚器病態学皮膚科学分野

MS2-2． 全身性強皮症に伴う間質性肺疾患の診断と治療
山野 泰彦〈やまの やすひこ〉
公立陶生病院呼吸器アレルギー疾患内科

共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

主催校企画6 9:10～11:10

How to publish your work? ………オーガナイザー：佐野 栄紀（高知大）
門野 岳史（聖マリアンナ医大）

9 : 10～9 : 40
SP6-1． How to publish your work from UK

John A. McGrath
St John’s Institute of Dermatology, King’s College London, London U.K.

9 : 40～10 : 10
SP6-2． How to publish your work from China

Qianjin Lu
Institute of Dermatology, Chinese Academy of Medical Sciences and Peking Union
Medical College, China

10 : 10～10 : 40
SP6-3． 臨床論文を Publishするには．日本の皮膚科臨床系雑誌の特徴と選択

門野 岳史〈かどの たかふみ〉
聖マリアンナ医科大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
SP6-4． 皮膚科研究系雑誌に Publishするための方策

佐野 栄紀〈さの しげとし〉
高知大学

ランチョンセミナー20 11:25～12:25
座長：葛西健一郎（葛西形成外科）

LS20． ピコ秒アレキサンドライトレーザーの真髄～真皮病変に対する有用性～
園田 広弥〈そのだ こうや〉
世田谷そのだ皮膚科

共催：サイノシュアー株式会社
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教育講演36 13:30～15:30

皮膚科の医史学 …………………オーガナイザー：片山 一朗（大阪公立大）
中川 浩一（大阪府済生会富田林病院）

［レベル：Basic］

13 : 30～14 : 00
EL36-1． ヨーロッパの皮膚科の原典を紐解く：アトピー性皮膚炎を中心に

西岡 清1,2）〈にしおか きよし〉
兵庫医科大学1），東京医科歯科大学2）

14 : 00～14 : 30
EL36-2． 日本における皮膚科ムラージュの歴史と意義：ドイツ語圏と比較しながら

石原あえか〈いしはら あえか〉
東京大学大学院総合文化研究科言語情報科学専攻

14 : 30～15 : 00
EL36-3． 皮膚感染症の歴史：梅毒，ハンセン病，疥癬など

和田 康夫〈わだ やすお〉
赤穂市民病院皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL36-4． 本邦皮膚科学の黎明期を知る

中川 浩一1,2）〈なかがわ こういち〉
大阪府済生会富田林病院1），本邦皮膚科学の足跡を辿る会2）

イブニングセミナー16 17:20～18:20

アトピー性皮膚炎治療を考える……………………座長：常深祐一郎（埼玉医大）
沖山奈緒子（東京医科歯科大）

ES16-1． 小児の年代別外用スケジュールを考える
工藤 恭子〈くどう きょうこ〉
福岡市立こども病院

ES16-2． アトピー性皮膚炎でみられる皮膚バリア機能異常：デルゴシチニブ軟膏の話題も含めて
乃村 俊史〈のむら としふみ〉
筑波大学医学医療系皮膚科

共催：鳥居薬品株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 5会場 2F Room B-2

モーニングセミナー3 8:00～9:00

実臨床を踏まえた乾癬診療におけるイキセキズマブの至適患者像
………………………………………………………………座長：渡邉 玲（順天堂大）

馬渕 智生（東海大）

MS3-1． 乾癬治療における Shared decision makingの実践～イキセキズマブの特徴を踏まえて～
高村さおり〈たかむら さおり〉
埼玉医科大学総合医療センター皮膚科

MS3-2． 乾癬における難治部位への治療戦略
西田 絵美〈にしだ えみ〉
名古屋市立大学医学部附属西部医療センター皮膚科

共催：日本イーライリリー株式会社

教育講演29 9:10～11:10

自己免疫性水疱症アップデート ………………オーガナイザー：青山 裕美（川崎医大）
氏家 英之（北海道大）

［レベル：Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL29-1． 類天疱瘡臨床 update

氏家 英之〈うじいえ ひでゆき〉
北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

9 : 40～10 : 10
EL29-2． 天疱瘡臨床 update

山上 淳〈やまがみ じゅん〉
東京女子医科大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL29-3． 自己免疫性水疱症の治療経過中に発症する合併症のマネージメントポイント

青山 裕美〈あおやま ゆみ〉
川崎医科大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL29-4． 自己免疫性水疱症研究の最新の話題

古賀 浩嗣〈こが ひろし〉
久留米大学医学部皮膚科学教室
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ランチョンセミナー21 11:25～12:25

発汗学をリスキリングする ………………………………座長：大嶋雄一郎（愛知医大）

LS21-1． 発汗障害の診療～当教室発汗外来における取り組み
下田由莉江〈しもだ ゆりえ〉
杏林大学皮膚科学教室

LS21-2． 多汗症から無汗症まで，そして臨床から研究まで，幅広い発汗障害について
福本 毅〈ふくもと たけし〉
神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野

共催：科研製薬株式会社

主催校企画12 13:30～15:30

皮膚科から行政出向するとどうなるの？～省庁出向者の多様なキャリア～
…………………………………………………オーガナイザー：足立 剛也（慶應義塾大）

宮下 梓（熊本大）
13 : 30～13 : 35 Opening Remarks

13 : 35～13 : 55
SP12-1． キャリア形成の多様性～行政出向の経験を臨床の現場で活かす～

宮下 梓1,2）〈みやした あずさ〉
熊本大学病院皮膚科1），熊本大学病院総合臨床研究部2）

13 : 55～14 : 15
SP12-2． Think Globally Act Locally厚生労働省での行政経験を地域医療に活かす

貝沼 圭吾〈かいぬま けいご〉
医療法人悟りの会貝沼内科小児科

14 : 15～14 : 35
SP12-3． 臨床医以外のキャリア選択―医師→厚生労働省→企業へ活かす

秋月 玲子〈あきづき れいこ〉
ファイザー株式会社

14 : 35～14 : 55
SP12-4． 行政出向の経験を，皮膚科医としてのキャリアに活かす―AMED・国際機関での経験談

足立 剛也1,2,3）〈あだち たけや〉
慶應義塾大学医学部皮膚科学教室1），慶應義塾大学殿町先端研究教育連携スクエア2），
京都府立医科大学大学院医学研究科医療レギュラトリーサイエンス学3）

14 : 55～15 : 25 Panel discussion
モデレーター
小川 靖（名古屋大学医学部附属病院先端医療開発部）
パネリスト
秋月 玲子（ファイザー株式会社）
貝沼 圭吾（貝沼内科小児科）
宮下 梓（熊本大学医学部附属病院皮膚科）
足立 剛也（慶應義塾大学医学部皮膚科学教室）

15 : 25～15 : 30 Closing Remarks
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イブニングセミナー17 17:20～18:20

抗IL-17受容体抗体の新たな臨床応用を考える ……座長：山本 俊幸（福島県立医大）
森実 真（岡山大）

ES17-1． 掌蹠膿疱症の病態と治療選択肢
小林 景樹〈こばやし けいじゅ〉
医療法人社団フクロウ会さっぽろ白石皮膚科クリニック

ES17-2． 掌蹠膿疱症治療における新たな選択肢：ブロダルマブ
川内 康弘〈かわち やすひろ〉
東京医科大学茨城医療センター皮膚科

共催：協和キリン株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 6会場 1F Room D

モーニングセミナー4 8:00～9:00

痒みに対する治療戦略～基礎と臨床の観点から～ ………座長：猪又 直子（昭和大）

MS4-1． かゆみとノイロトロピン
江川 形平〈えがわ ぎょうへい〉
鹿児島大学皮膚科

MS4-2． 難治性の痒みに挑む～注射という選択肢～
千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

共催：日本臓器製薬株式会社

学生・研修医発表セッション 9:10～11:10
コーディネーター：神戸 直智（京都大）

川上 聡経（京都大）

ランチョンセミナー22 11:25～12:25

ゴール達成に向けた治療戦略～外用療法を考える～ …座長：天野 博雄（岩手医大）
波多野 豊（大分大）

LS22-1． 外用療法のポイントとピットフォール
峠岡 理沙〈みねおか りさ〉
京都府立医科大学大学院医学研究科皮膚科学

LS22-2． 全身治療時代におけるアトピー性皮膚炎の外用療法を見直す
谷崎 英昭〈たにざき ひであき〉
関西医科大学皮膚科学講座

共催：帝國製薬株式会社
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主催校企画13 13:30～15:30

研究から社会実装へ，スタートアップと実現するTranslational Research
………………………オーガナイザー：玉井 克人（大阪大再生誘導医学）

小栁 智義（京都大先端医療研究開発機構（iACT））

13 : 30～13 : 55
SP13-1． スタートアップエコシステムと Venture Creation―研究者が起業しないといけない？

小栁 智義〈こやなぎ ともよし〉
京都大学医学部附属病院先端医療研究開発機構（iACT）ビジネスディベロップメント室

13 : 55～14 : 20
SP13-2． 私の歩んできた道

内田 毅彦〈うちだ たかひろ〉
サナメディ株式会社

14 : 20～14 : 45
SP13-3． 大学発スタートアップ創出・成長に向けて

迫田 健吉〈さこだ けんきち〉
文部科学省科学技術・学術政策局産業連携・地域振興課産業連携推進室

14 : 45～15 : 10
SP13-4． 皮膚科学研究を起点とした創薬エコシステムの構築

玉井 克人〈たまい かつと〉
大阪大学大学院医学系研究科

15 : 10～15 : 30 パネルディスカッション

イブニングセミナー18 17:20～18:20
座長：秀 道広（広島市民病院）

ES18． Bridge perception gaps between dermatologists and patients in prurigo nodularis and
chronic spontaneous urticaria

Martin Metz
Charité-Universitätsmedizin Berlin, Germany

共催：サノフィ株式会社スペシャルティケアメディカル本部
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 7会場 1F Room E

教育実習セミナー『皮膚病理』「軟部腫瘍・メルケル細胞癌」 9:10～11:10
オーガナイザー：浅井 純（京都府立医大）

小川 浩平（奈良県立医大）

ETS3-1． 軟部腫瘍 1
小川 浩平〈おがわ こうへい〉
奈良県立医科大学皮膚科学教室

ETS3-2． 軟部腫瘍その 2・メルケル細胞癌
光井 康博〈みつい やすひろ〉
奈良県総合医療センター皮膚科

スポンサードシンポジウム6 13:30～15:30

炎症性皮膚疾患診療の‘勘どころ’と‘語りどころ’～必読論文を踏まえて～
…………………………………………………座長：橋本 由起（東邦大学医学部皮膚科）

SSY6-1． アトピー性皮膚炎診療の‘勘どころ’
鎌田 昌洋〈かまた まさひろ〉
帝京大学医学部皮膚科

SSY6-2． 乾癬診療の‘勘どころ’
西田 絵美〈にしだ えみ〉
名古屋市立大学医学部附属西部医療センター皮膚科

SSY6-3． 化膿性汗腺炎診療の‘勘どころ’
辻 学〈つじ がく〉
九州大学病院油症ダイオキシン研究診療センター

ディスカッション
炎症性皮膚疾患診療の‘語りどころ’

共催：アッヴィ合同会社
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イブニングセミナー19 17:20～18:20

美容施術後のダウンタイムを短縮する―肌修復（リペア）に着目した提案―
…………………………………………………座長：川島 眞（東京女子医大名誉教授）

ES19-1． ダウンタイムマネジメントにおける“リペア”とマイクロバイオーム
木村有太子〈きむら うたこ〉
順天堂大学皮膚科

ES19-2． シカプラストリペアクリーム B5+のダウンタイム軽減効果の確認試験結果
山本 晴代〈やまもと はるよ〉
近畿大学皮膚科

共催：日本ロレアル株式会社 ラロッシュポゼ
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 8会場 1F Room C-1

モーニングセミナー5 8:00～9:00

【ビタミンC最前線】多機能型プロビタミンCの新たなる美容施術活用法
……………………………………………………………座長：川田 暁（寺田萬寿病院）

MS5-1． 両親媒性ビタミン C誘導体 GO-VC配合の透明ゲルマスクによるレーザー照射後の発赤鎮
静効果

森 文子〈もり あやこ〉
クリニックモリ

MS5-2． 両親媒性ビタミン C誘導体 GO-VCの頭皮環境に対する効果―美容施術導入方法の 1例―
皐月 玲子〈さつき れいこ〉
西宮渡辺脳卒中・心臓リハビリテーション病院形成外科・美容医療センター

MS5-3． 両親媒性ビタミン C誘導体 GO-VCの皮膚生理学的効果レビュー
永田 武〈ながた たけし〉
株式会社アイ・ティー・オー

共催：株式会社アイ・ティー・オー

教育講演30 9:10～11:10

あなたの知的好奇心をくすぐる蕁麻疹の最新の話題
………………………………………………オーガナイザー：田中 暁生（広島大）

福永 淳（大阪医科薬科大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL30-1． 皮疹の形と生体内をつなぐ数理皮膚医学への挑戦：膨疹の形の物語が始まる

李 聖林1,2）〈い せいりん〉，柳瀬 雄輝3），松原 大樹4），高萩 俊輔3,4），
秀 道広3,5）

京都大学高等研究院1），京都大学医学研究科2），広島大学医系科学研究科3），
広島大学病院皮膚科4），広島市立広島市民病院5）

9 : 40～10 : 10
EL30-2． 刺激誘発型の蕁麻疹における食物アレルギー

千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL30-3． 専門医取得者向けの皮膚肥満細胞症とMast cell activation syndromeの診断と治療マネー

ジメント
伊藤 友章〈いとう とものぶ〉
東京医科大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL30-4． 遺伝性血管性浮腫（HAE）患者と患者家族の日常，その課題～患者側の視点から～

松山真樹子〈まつやま まきこ〉
NPO法人HAEJ
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ランチョンセミナー23 11:25～12:25

エキスパートから学ぶ進行期BRAF陽性メラノーマの治療Up to date
…………………………………………………………………座長：藤澤 康弘（愛媛大）

福島 聡（熊本大）

LS23-1． これからメラノーマの治療に携わるあなたへ
―メラノーマの診断の基礎と治療のポイント―

加藤 裕史〈かとう ひろし〉
名古屋市立大学大学院医学研究科加齢・環境皮膚科学

LS23-2． 治療ゴールを見据えた進行期 BRAF 陽性メラノーマの薬剤選択
―エビデンスと使用経験から―

吉野 公二〈よしの こうじ〉
がん研究会有明病院皮膚腫瘍科

共催：小野薬品工業株式会社

教育講演37 13:30～15:30

皮膚科領域の新しい診断と治療 …………………オーガナイザー：岩田 浩明（岐阜大）
茂木精一郎（群馬大）

［レベル：Advanced］

13 : 30～14 : 00
EL37-1． キャピラロスコピーを用いた皮膚疾患の診断応用

齋藤晋太郎〈さいとう しんたろう〉
群馬大学皮膚科

14 : 00～14 : 30
EL37-2． 数理モデルを用いた皮膚疾患の理解

夏賀 健〈なつが けん〉
北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

14 : 30～15 : 00
EL37-3． マイクロニードルの皮膚科領域への応用

岩田 浩明〈いわた ひろあき〉
岐阜大学大学院医学系研究科皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL37-4． 皮膚科遺伝子治療の最前線

新熊 悟〈しんくま さとる〉
奈良県立医科大学皮膚科
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イブニングセミナー20 17:20～18:20

すぐに役立つ！小型治療器～ムービング式HIFUと中周波電気乾固～
………………………………………………………………座長：長谷川敏男（順天堂大）

ES20-1． PIH軽減を目的とした中周波による表在性色素病変治療の基礎と臨床
友枝 裕人〈ともえだ ひろと〉
ともえだ皮フ科

ES20-2． 電気乾固による表在性隆起性病変の使用経験
玉城 有紀〈たまき ゆき〉
二子玉川ファミリー皮ふ科

ES20-3． ムービング式 HIFUによる痛みを緩和したたるみ治療
宮田 成章〈みやた なりあき〉
みやた形成外科・皮ふクリニック

共催：株式会社アブソルート
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 9会場 1F Room C-2

モーニングセミナー6 8:00～9:00

免疫原性から考えるBest treatment～掌蹠膿疱症における早期介入と長期戦略
とは～……………………………………………………座長：小林 里実（聖母病院）

山本 俊幸（福島県立医大）

MS6-1． 掌蹠膿疱症の実態から迫る低免疫原性のメソッド
馬屋原孝恒〈うまやはら たかつね〉
川崎医科大学皮膚科

MS6-2． PAO診断ガイダンス 2022における骨関節画像を理解する
辻 成佳〈つじ しげよし〉
日本生命病院リハビリテーション科・整形外科・乾癬センター

共催：大鵬薬品工業株式会社/ヤンセンファーマ株式会社

教育講演31 9:10～11:10

非メラノーマ皮膚悪性腫瘍の診断と治療 ………オーガナイザー：天野 正宏（宮崎大）
久保 宜明（徳島大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL31-1． 基底細胞癌

持田 耕介〈もちだ こうすけ〉
宮崎大学医学部附属病院皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL31-2． 有棘細胞癌

高井 利浩〈たかい としひろ〉
兵庫県立がんセンター皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL31-3． 乳房外パジェット病

吉野 公二〈よしの こうじ〉
がん研究会有明病院皮膚腫瘍科

10 : 40～11 : 10
EL31-4． メルケル細胞癌

加藤 潤史〈かとう じゅんじ〉
札幌医科大学皮膚科学講座

ランチョンセミナー24 11:25～12:25

巻き爪と爪甲鉤彎症の治療……………………………座長：東 禹彦（東皮フ科医院）

LS24-1． 悪循環を断ち切る，陥入爪矯正！
右田 貴子1,2）〈みぎた たかこ〉
ペディグラスつくば1），巻爪レスキューつくば2）



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
８
日

1118

LS24-2． 易出血性の肉芽を伴う難治な陥入爪の治療とコツ
椋本 祥子〈むくもと しょうこ〉
COSMOSクリニック

LS24-3． 重複爪・爪甲鉤彎症の治療 ネイルリストア法についての検討
山口 健一〈やまぐち けんいち〉
爪と皮膚の診療所形成外科・皮膚科

共催：株式会社ペディグラス

主催校企画14 13:30～15:30

美容を科学する………………………………………座長：大日 輝記（香川大）
山本 有紀（和歌山県立医大）

13 : 30～14 : 00
SP14-1． Skin Deep：The Science of Aesthetic Dermatology

Rachel Watson1,2）

A*STAR Skin Research Labs1），Skin Research Institute of Singapore, Republic of
Singapore2）

14 : 00～14 : 30
SP14-2． ABO blood type sugars in brick and mortar

Jin Ho Chung
Department of Dermatology, Seoul National University College of Medicine, Seoul
National University, Seoul, Korea

14 : 30～15 : 00
SP14-3． 美容医療の中でシミの治療は科学的に解決可能な分野である

葛西健一郎〈かさい けんいちろう〉
葛西形成外科

15 : 00～15 : 30
SP14-4． 美容皮膚科治療の EBM―レーザー（光）脱毛について―

渡辺 晋一〈わたなべ しんいち〉
帝京大学医学部皮膚科名誉教授

イブニングセミナー21 17:20～18:20

皮膚のバリア機能と洗浄のポイントについて ……………座長：室田 浩之（長崎大）

ES21-1． 皮膚表皮角層バリアの形成メカニズム
松井 毅〈まつい たけし〉
東京工科大学応用生物学部応用生物学科化粧品コース皮膚進化細胞生物学研究室

ES21-2． タオルを見直そう―素材や構成の工夫を知る―
櫨山 亮大〈はぜやま あきひろ〉
ユニチカトレーディング株式会社技術開発部東京開発グループ

共催：第一三共ヘルスケア株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 10会場 1Fアネックスホール 2

モーニングセミナー7 8:00～9:00

ホスラブコナゾールがもたらす治療戦略
～本当に患者が求める爪白癬治療とは？～
……………………………座長：宮地 良樹（京都大名誉教授/静岡社会健康医学大学院大）

MS7-1． 実態調査からひも解く爪白癬治療の現状の課題
～患者とのコミュニケーションを見つめ直す～

大塚 篤司〈おおつか あつし〉
近畿大学医学部皮膚科学教室

MS7-2． 実臨床におけるネイリンの有用性
～追加投与に関する多施設共同臨床研究結果も含めて～

仲 弥〈なか わたる〉
仲皮フ科クリニック（埼玉県川越市）

共催：佐藤製薬株式会社/エーザイ株式会社

スポンサードシンポジウム4 9:10～11:10

アトピー性皮膚炎の病態と治療をType2炎症から考える ～三位一体論と最新
の知見～ ………………………………………………………座長：椛島 健治（京都大）

SSY4-1． 皮膚における自然リンパ球による抗原を介さない免疫応答
茂呂 和世〈もろ かずよ〉
大阪大学大学院医学系研究科生体防御学教室/理化学研究所生命医科学研究センター自
然免疫システム研究チーム

SSY4-2． Role of Type 2 inflammation in AD - What have targeted therapies taught us?
Lisa A. Beck
University of Rochester Medical Center School of Medicine and Dentistry, USA

共催：サノフィ株式会社/リジェネロン・ジャパン株式会社

ランチョンセミナー25 11:25～12:25

未来がひろがる乾癬治療を．………………………座長：朝比奈昭彦（東京慈恵会医大）
名嘉眞武國（久留米大）

LS25-1． TYK2阻害剤ソーティクツが変える！乾癬治療の未来
茂木精一郎〈もてぎ せいいちろう〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学
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LS25-2． 臨床試験データと Real World Dataからソーティクツ至適患者像を考察する
今福 信一〈いまふく しんいち〉
福岡大学医学部皮膚科学教室

共催：ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社

教育講演38 13:30～15:30

アトピー性皮膚炎の治療アップデート～寛解導入できない場合にどうする
か？～ ………………………………………オーガナイザー：加藤 則人（京都府立医大）

中原 剛士（九州大）

［レベル：Basic／Advanced］

13 : 30～14 : 00
EL38-1． 寛解導入できない場合 外用療法の工夫と実践

田中 暁生〈たなか あきお〉
広島大学大学院医系科学研究科皮膚科学

14 : 00～14 : 30
EL38-2． 寛解導入できない場合 生物学的製剤をどう使うか？

波多野 豊〈はたの ゆたか〉
大分大学皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL38-3． 寛解導入できない場合 JAK阻害内服薬をどう使うか？

天野 博雄〈あまの ひろお〉
岩手医科大学医学部皮膚科学講座

15 : 00～15 : 30
EL38-4． 寛解導入できない時にどのように心身医学的アプローチを実践するか？

片桐 一元〈かたぎり かずもと〉
獨協医科大学埼玉医療センター皮膚科

イブニングセミナー22 17:20～18:20

IL-31が切り拓く未来 …………………………………座長：多田 弥生（帝京大）
加藤 則人（京都府立医大）

ES22-1． 新たな視点から見る IL-31
石氏 陽三〈いしうじ ようぞう〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

ES22-2． 痒みによる疾病負荷
本田 哲也〈ほんだ てつや〉
浜松医科大学皮膚科学講座

共催：マルホ株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 11会場 Room157

モーニングセミナー8 8:00～9:00

ナノサイズ微細水粒子が皮膚に作用するメカニズムを知る
…………………………………………………座長：渡辺 秀晃（昭和大横浜市北部病院）

海老原 全（東京都済生会中央病院）

MS8-1． 放射光軟 X線を用いたナノサイズ微細水粒子の吸着状態可視化
原田 慈久1）〈はらだ よしひさ〉，アルサマライ ムスタファ1），張 文雄1），
井上 慎介2），田端 友紀2），加藤 寛人2）

東京大学物性研究所1），株式会社アイシン2）

MS8-2． 水の皮膚浸透性および皮膚の脂質産生能に及ぼすナノサイズ微細水粒子噴霧の影響
藤堂 浩明〈とうどう ひろあき〉
城西大学薬学部

MS8-3． アトピー性皮膚炎への症状改善効果
野村 有子〈のむら ゆうこ〉
野村皮膚科医院

共催：株式会社アイシン

主催校企画7 9:10～11:10

世界の皮膚科を知ろうpart1……………………………座長：高橋 勇人（慶應義塾大）
中溝 聡（京都大）

9 : 10～9 : 40
SP7-1． Recent Advancements and New Perspectives in Understanding the Pathogenesis of Vitiligo

Sang Ho Oh
Department of Dermatology, Severance Hospital, Cutaneous Biology Research Institute,
Yonsei University College of Medicine, Seoul, Korea

9 : 40～10 : 10
SP7-2． Landscape of Psoriasis Management in Thailand

Pravit Asawanonda
Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand

10 : 10～10 : 40
SP7-3． What’s New in the Pipeline for Pemphigus?

Dedee F Murrell
Department of Dermatology, St George Hospital, University of NSW, Sydney, Australia

10 : 40～11 : 10
SP7-4． Communication between internal stem cell niche and the external environment：insight from

hair follicles
Sung-Jan Lin1,2）

Departments of Biomedical Engineering and Dermatology and Research Center for
Developmental Biology and Regenerative Medicine, National Taiwan University1），
Center for Frontier Medicine and Department of Dermatology, National Taiwan
University Hospital, Chinese Taipei2）
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ランチョンセミナー26 11:25～12:25

アトピー性皮膚炎における効果的な外用療法のために
……………………………………………………………座長：加藤 則人（京都府立医大）

佐伯 秀久（日本医大）

LS26-1． アトピー性皮膚炎における PDE4阻害による細胞内シグナルの調節について
辻 学〈つじ がく〉
九州大学病院皮膚科・油症ダイオキシン研究診療センター

LS26-2． アトピー性皮膚炎における早期介入の重要性―モイゼルトの乳児臨床試験成績から考え
る新たな役割―

大矢 幸弘〈おおや ゆきひろ〉
名古屋市立大学大学院医学研究科環境労働衛生学分野，藤田医科大学総合アレルギー
センター，国立成育医療研究センターアレルギーセンター

共催：大塚製薬株式会社

主催校企画15 13:30～15:30

世界の皮膚科を知ろう part2………………………座長：山上 淳（東京女子医大）
鬼頭 昭彦（京都大）

13 : 30～13 : 54
SP15-1． Overcoming Immune Checkpoint Inhibitor Resistance to Improve Melanoma Therapy

Nikolas Haass
Frazer Institute；Faculty of Medicine；The University of Queensland；Brisbane,
Queensland, Australia

13 : 54～14 : 18
SP15-2． Innovations in Scar management outline

Hong Liang Tey
National Skin Centre, Republic of Singapore

14 : 18～14 : 42
SP15-3． Hair and nail relationship

Dongyoun Lee
Department of Dermatology, Samsung Medical Center, Sungkyunkwan University,
Seoul, South Korea

14 : 42～15 : 06
SP15-4． Cutting-edge insights into the use of photodynamic therapy in dermatology

Leihong Flora Xiang
Department of Dermatology, Huashan Hospital, Fudan University, Shanghai, China

15 : 06～15 : 30
SP15-5． Atopic Dermatitis in Taiwan：A translational approach

Chia-Yu Chu
Department of Dermatology, National Taiwan University Hospital and National Taiwan
University College of Medicine, Chinese Taipei
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イブニングセミナー23 17:20～18:20

医療現場における紫外線治療器の活用術 …………………座長：大日 輝記（香川大）

ES23-1． 当院における XTRACⓇを用いた治療
三上万理子〈みかみ まりこ〉
横浜西口菅原皮膚科

ES23-2． 大学病院におけるエキシマレーザーを用いた皮膚疾患治療について
山本 礼〈やまもと あや〉
名古屋市立大学大学院医学研究科加齢・環境皮膚科

共催：株式会社ジェイメック
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 12会場 B2Fプリンスホール

教育講演32 9:10～11:10

基礎から学ぶ爪疾患の診断と治療 …オーガナイザー：原田 和俊（東京医大）
高山かおる（済生会川口総合病院）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 35
EL32-1． 爪器官の構造 revisit

田村 敦志〈たむら あつし〉
伊勢崎市民病院皮膚科

9 : 35～10 : 05
EL32-2． 3ステップで進める，炎症性爪疾患の診断と治療

川島 裕平〈かわしま ゆうへい〉
東京都済生会中央病院皮膚科

10 : 05～10 : 35
EL32-3． 基礎から学ぶ爪の腫瘍

前 賢一郎〈まえ けんいちろう〉
東京医科大学皮膚科学分野

10 : 35～11 : 10
EL32-4． 病態に基づいた陥入爪・肥厚爪の治療法

上田 暢彦〈うえだ のぶひこ〉
うえだ皮ふ科

ランチョンセミナー27 11:25～12:25

乾癬の治療シークエンスを再考する …………………座長：山口 由衣（横浜市立大）
馬渕 智生（東海大）

LS27-1． 軽症～中等症の乾癬に対するアプレミラストの期待される効果と安全性
多田 弥生〈ただ やよい〉
帝京大学医学部皮膚科学講座

LS27-2． 乾癬診療におけるオテズラの位置づけ
小宮根真弓〈こみね まゆみ〉
自治医科大学皮膚科学講座

共催：アムジェン株式会社
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教育講演39 13:30～15:30

新しい薬疹，注目すべき薬疹 ……………………オーガナイザー：阿部理一郎（新潟大）
水川 良子（杏林大）

［レベル：Advanced］

13 : 30～14 : 00
EL39-1． 薬剤性過敏症症候群の新しい知見

西村 友紀〈にしむら ゆき〉
奈良県立医科大学皮膚科

14 : 00～14 : 30
EL39-2． DIHSを中心に CMV感染対策の up-to-date

竹中 克斗〈たけなか かつと〉
愛媛大学大学院医学系研究科血液・免疫・感染症内科

14 : 30～15 : 00
EL39-3． SJS/TENの臨床における新しい知見

濱 菜摘〈はま なつみ〉
新潟大学皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL39-4． 疾患横断的な表皮壊死の病態理解

木下 真直〈きのした まなお〉
山梨大学医学部皮膚科
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 13会場 B2Fゴールドルーム

教育講演33 9:10～11:10

日常診療に役立つ病理組織学的所見を想定したダーモスコピー所見の捉え方
（4皮膚領域に分けて） …………………………オーガナイザー：名嘉眞武國（久留米大）

外川 八英（千葉大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL33-1． 生毛部における代表的色素性病変の鑑別

皆川 茜〈みながわ あかね〉
信州大学皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL33-2． 掌蹠における ALMと母斑および他良性病変との鑑別

緒方 大〈おがた だい〉
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科

10 : 10～10 : 40
EL33-3． 顔面における色素性結節性病変の鑑別

結城 明彦〈ゆうき あきひこ〉
新潟大学医歯学総合病院皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL33-4． 爪のダーモスコピーにおける基本所見と注意点（腫瘍・炎症性疾患・膠原病）

石井 貴之〈いしい たかゆき〉
富山県立中央病院皮膚科

ランチョンセミナー28 11:25～12:25

Skin on Skin：ファインファイバーと疑似セラミドで創る潤い肌
………………………………………………座長：川島 眞（東京女子医科大学名誉教授）

LS28-1． ファインファイバー技術から形成される角層様極薄膜
庭野 悠〈にわの ゆう〉
花王株式会社スキンケア研究所

LS28-2． 疑似セラミドと疑似角層でドライスキンを潤い肌へ
川島 眞〈かわしま まこと〉
東京女子医科大学名誉教授

共催：花王株式会社
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スポンサードシンポジウム7 13:30～15:30

慢性皮膚疾患の病態生理と最新治療 ………………………座長：椛島 健治（京都大）
久保 亮治（神戸大）

SSY7-1． アトピー性皮膚炎への臨床応用を目指した皮膚細菌叢研究
川崎 洋1,2）〈かわさき ひろし〉
理化学研究所生命医科学研究センター免疫器官形成研究チーム1），
慶應義塾大学医学部皮膚科2）

SSY7-2． アトピー性皮膚炎における皮膚バリアとオートファジー：抗菌ペプチドの役割
ニヨンサバ フランソワ1,2）

順天堂大学大学院医学研究科アトピー疾患研究センター1），
順天堂大学国際教養学部グローバルヘルスサービス領域2）

SSY7-3． 慢性炎症性皮膚疾患における自然免疫と獲得免疫の協調
本田 哲也〈ほんだ てつや〉
浜松医科大学皮膚科学講座

SSY7-4． The pathology and treatment mechanism of psoriasis
Johann E. Gudjonsson1,2,3,4）

Department of Dermatology, University of Michigan1），Department of Internal
Medicine, Division of Rheumatology, University of Michigan2），Mary H. Weiser Food
Allergy Center, University of Michigan3），Taubman Medical Research Institute, USA4）

共催：鳥居薬品株式会社メディカルアフェアーズ部

イブニングセミナー24 17:20～18:20

皮膚疾患の予防・治療を補助する化粧品の活用…座長：神人 正寿（和歌山県立医大）
久保 亮治（神戸大）

ES24-1． 知っておきたい化粧品による皮膚障害と対策
伊藤 明子〈いとう あきこ〉
ながたクリニック

ES24-2． サンスクリーンの有用性～日光角化症進展予防の可能性と光老化予防のための正しい外
用方法～

国本 佳代〈くにもと かよ〉
和歌山県立医科大学皮膚科

共催：アクセーヌ株式会社
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第 3日目 6 月 8 日（土） 第 14会場 Room510

教育実習セミナー『皮膚外科』ベーシックコース 8:45～11:25
オーガナイザー：大原 國章（赤坂虎の門クリニック）

竹之内辰也（新潟県立がんセンター新潟病院）

技術協力：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社エチコン事業部

教育実習セミナー『皮膚外科』アドバンスコース 13:30～16:10
オーガナイザー：大原 國章（赤坂虎の門クリニック）

竹之内辰也（新潟県立がんセンター新潟病院）

技術協力：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社エチコン事業部


